
 
 
 
 

１． 研修のねらい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．進行上の留意点 
（１）研修資料に沿って進行する。 
（２）災害の状況設定では、児童・生徒が在校中である発生日、曜日、発生時間について、各学校で設

定する。休み時間の設定も可能です。（参考スライド６） 
    （追加する状況を記載）欄には、校区の災害特性を追加記載してください。 
（３）研修班は、4～５人を１グループとし、班長を決めてから始める。 

ただし、１班の人数が多くなりすぎないように留意する。 
（４）研修形態は、班ごとに机を囲んだ研修形態とし、模造紙を広げられるように設定する。 
（５）各自の付箋への記入は、災害時をイメージさせて考えさせる。 
（６）班内での活発な意見交換がなされるよう、机間巡視により適宜助言する。 
（７）時間は概ね４５分で構成されているが、時間の確保ができれば、班での意見を交換する時間を増 

やすなど研修の充実を図る。 
（８）研修終了後は、災害時に備え事前に準備しておく物の確認に活かすなど工夫するとともに、勤務

時間外の対応についても研修を図るなど、災害時の対応の充実を図る。 
※避難所運営ゲーム（HUG）を事前に研修すると、避難所の様子が想像しやすくなる。 
避難所運営ゲーム（HUG）とは、避難者の年齢、性別、国籍やそれぞれが抱える事情が書かれ 
たカードを、避難所に見立てた平面図にどれだけ適切に配置できるか、また避難所で起こる 
様々な出来事にどう対応していくかを模擬体験するゲームです。 

 
３．事前の準備物 
□災害対応マニュアル（各自準備） 
□幅２５ｍｍの付箋（１人２０枚×人数分） 
□模造紙（班数分）※「模造紙の準備について」を参照のこと 
□パソコン 
□プロジェクター 
□スクリーン 
□マジック 

                            

※印は留意点です。 

学校に避難所が開設された場合を想定して 

避難所となった場合を想定して、災害時における組織づくりや対応手順の確認を

行い、円滑な避難所運営を図ることができるようにするとともに、教職員自身が自分

の役割を理解し、学校として想定される問題や対応等について共通理解する。 

【この研修により生み出される効果】 
○全ての教職員が学校が避難所となった場合の自分の役割を理解することで、危機管理

意識の向上につながる。 
 
○学校が避難所になることを想定し対策をとれば、災害時に臨機応変に対応できる。 



※模造紙の準備について 

 事前にこのような表示をしておくと作業がスムーズになります。 

 

（学校が対応）    【発災直後】 （市町部局や地域が対応） 

         

                       

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2 日目】 

 



スライド（時間の目安） 進行原稿等 
スライド１（0:00:00～0:00:20） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

これから、防災校内研修会を始めます。 
今日は、「学校に避難所が開設された場合を想定して」 
と題して、研修を行います。 
  
 

スライド２（0:00:20～0:01:00） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨今、南海トラフ巨大地震や山崎断層地震等、兵庫県 
内に被害を与える地震の発生が危惧されています。 
学校は、災害が起きたとき児童生徒等の安全を確保す 
ることが何より求められています。 同時に、学校は避 
難所としての役割も果たすことになります。 
そこで、円滑な避難所運営を図るため、 
災害時における組織づくりや対応手順の確認を行うと 
ともに、教職員が自分の役割を理解し、学校として想 
定される問題や対応等について教職員間で共通理解す 
ることを目的に研修を実施します。 
 
この研修により生み出される効果として、 
○全ての教職員で学校が避難所となった時の自分の役 
割を理解することで、危機管理意識の向上につながる。 
○学校が避難所となったことを想定した対策をとって 
いれば、災害時に臨機応変に対応できる。 
という点が挙げられます。 

スライド３（0:01:00～0:02:00） 

 
今から研修の進め方について説明します。まず今から 
４～５人で班を作り、班長を１人決めて下さい。 
研修は、 
＜ステップ１＞この後に示す災害の状況設定をもと 
に、学校に地域住民が避難してきた時に、学校が迫ら 
れる対応についての考えを付箋に書き、班の中で意見 
交換をし、発表します。 
＜ステップ２＞＜ステップ１＞で他の班から出た意見 
も含めて、班内で時系列に並べ、「学校が対応すべき事」 
と「市町部局や地域が対応すべき事」に分類します。 
（模造紙に付箋を貼っていく） 
＜ステップ３＞＜ステップ２＞で並べた付箋をもと 
に、学校として事前に準備しておかなければならない 
もの（こと）を班内で確認し、発表していただきます。 
＜まとめ＞学校防災体制の一層の充実に向けてまとめ 
をします。 
このような流れで研修を進めます。                          

※表示している時間は目安です。 



スライド（時間の目安） 進行原稿等 
スライド４（0:02:00～0:0７:00） 

 
児童生徒が学校にいる時に、地震等の大規模災害が発 
生した場合の対応について確認します。 
大規模な地震が発生した場合、先生方はどのような対

応をしなければならないのでしょうか。今から、地震

発生後の先生方の動きを班内で意見交換をし、付箋に

書いて時系列に並べて下さい。 
 

（模造紙と付箋を配布する） 
 

【意見交換、時系列に並べる ３分】 
 

（一つの班に発表をしてもらう） 
 

【発表 １分】 
 

○班から流れについて発表をしてもらいましたが、追

加事項はありませんか。 
 
一般的にはこのような流れになっていきます。 
 
※スライドは、「地震発生」「安全確保」・・・と順に出

しながら説明する。 
 
在校中に大規模な地震が発生した場合、先生方は子ど 
もたちの安全確保をし、その後避難誘導をします。 
子どもたちの安否確認及び校舎や体育館等に大きな被

害がないかどうかの確認後、地域の被害状況を把握し、 
下校または引き渡し、場合によっては学校に待機させ

ます。 
では、学校として対応しなければならないことはこれ 
だけでしょうか？ 
 
児童生徒への対応と同時に、地域から避難してくる避 
難者への対応も出てきます。 
それも児童・生徒への対応と並行して・・・ 
 
［参考］ 
・災害が発生する時刻や災害の状況にもよりますが、

例えば阪神・淡路大震災では、地震発生 10 分後に学校 
が避難者（約 1600 人）であふれた例もある。   
（記録：大震災から立ち上がる兵庫の教育「震災を生 
きて」より） 

 
・特に都市部では、交通機関が麻痺すると、地域住民 
以外の方が避難してくる可能性もある。 
 
 
 



スライド（時間の目安） 進行原稿等 

スライド５（0:07:00～0:09:00） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

災害時の避難所運営の現状についてお話しします。 
学校は本来教育施設であり、災害時における学校の果 
たすべき最も重要な役割は、児童生徒の安全を確保す 
ることです。 
しかし、大規模災害が発生した場合、避難所に指定さ 
れている学校だけでなく、指定されていない学校でも、 
災害の規模や被害の状況、地域の実情等により緊急の 
避難所となることがあります。 
避難所とは、「災害によって短期間の避難生活を余儀な 
くされた場合に、一定期間の避難生活をおくる施設の 
こと」です。よく似た言葉で緊急避難場所があります 
が、緊急避難場所とは「大規模な災害が発生した時に、 
身を守るために避難するための場所（運動場等）のこ 
と」です。 
※ 詳しくは、配付資料（避難所、避難場所について） 
参照 
本来、避難所の運営業務は市町の職員の責務です。 
しかし、阪神・淡路大震災のように市町の対応能力を 
超えた場合には、市町の職員だけでの対応は不可能に 
なります。 
その場合には、運営業務を先生方で行っていただくこ 
とになります。 
［参考］ 
兵庫県地域防災計画によると、「災害救助法第２条の規 
定に該当する災害であって県教育委員会が指定する極 
めて重大な災害時において学校に避難所が開設された 
場合、教職員が原則として、避難所運営業務に従事で 
きることとし、この期間は７日以内を原則とする。」 
※詳しくは「学校防災マニュアル（平成 24年度改訂版） 

Ｐ６４～６５参照 
スライド６（0:09:00～0:10:00） 

 
私たちの学校が避難所になった場合を想定して考えま 
す。 
災害の状況ですが、１月○日（○）、天気は雨を設定し 
ています。 
時刻は１５：００で児童・生徒が在校中です。 
学校のある地域に震度７の地震が発生し、電気・ガス・ 
水道が使えず、地域には負傷者が多数出ている状況で 
す。 
校舎・体育館は安全確認の結果、使える状況です。 
学校に地域の方々が多数避難してきたため、避難所を 
開設しなければならないという想定です。 
 
※児童・生徒が在校中なので、児童・生徒の引き渡し 
をしている最中に、避難所へ地域住民が避難してくる 
ことも想定して考えさせる。 
※津波浸水域内にある等の理由で避難所に指定されて 
いない場合は、「近隣の避難所指定されている学校」を 
想定して考えるなどの工夫をする。 



スライド（時間の目安） 進行原稿等 

 
 
 
 
 

［参考］ 
阪神・淡路大震災時には、地震発生時刻が早朝であっ 
たため、避難者がすぐに押し寄せてきた。夕方や暗く 
なる頃に発生した場合も同様のことが考えられる。 
 

スライド７（0:10:00～0:25:00） 

 
＜ステップ１＞では、学校が迫られる対応について、 
考えられることをまず個人で付箋に記入します。 
※児童・生徒が在校中なので、児童・生徒引き渡しを 
している最中に、避難所へ地域住民が避難してくるこ 
とも想定して考えさせる。 
 
まず、個人で記入いただいた後、班長が中心になり、 
意見交換をしてください。 
 
【個人で付箋に記入後、意見交換 １０分】 
 

それでは時間になりましたので、班内で交換した意見 
を、各班１分以内で発表していただきます。 
その際、自分の班内で出なかった意見を、付箋に記入 
してください。それでは、○班から順にお願いします。 
 

【発表 ５分】 
 

［参考］ 
○阪神・淡路大震災での事例 
・阪神・淡路大震災時は、早いところでは、地震が発 
生して１０分後には学校が避難する住民でごった返し 
ていた。（記録：大震災から立ち上がる兵庫の教育「震 
災を生きて」より） 
 
・学校現場にかけつけた教職員は、電気・ガス・電話 
や交通機関等のライフラインが途絶え、行政からの指 
示やその他の関係機関からの援助を受けられないまま 
避難者への対応に追われ、本来の仕事である児童生徒 
の安否確認や学校再開への取組みが後回しになった。 
（記録：大震災から立ち上がる兵庫の教育「震災を生 
きて」より） 
 
・全国から避難者についての問い合わせが殺到し、電 
話機能がパンク（記録：大震災から立ち上がる兵庫の 
教育「震災を生きて」より） 
 
 
 
 
 
 
 



スライド（時間の目安） 進行原稿等 

スライド８（0:25:00～0:30:00） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

自分の班で出た意見と他の班から出た意見が付箋に書 
かれていると思います。 
次にその付箋を時系列に並べていただきます。 
配布している模造紙に、発災直後～2日目までを時系列 
に、先ほど作った付箋を並べてください。 
その後、「学校が対応すべきこと」と「市町部局や地域 
が対応すべきこと」に分類し、班内で意見交換をして 
ください。 
各班の班長さんが中心となって進めてください。 
 

【班内意見交換 ５分】 
 

時系列に並べると、真っ先にしなければならないこと、 
後回しでもよいこと、また同時進行でしなければなら 
ないことが見えてくるのではないかと思います。 
一方で、「学校がすべきこと」と「市町部局や地域住民 
が対応すること」は分類できたでしょうか。 
ここで、各班から「学校がすべきこと」と「市町部局 
や地域が対応すべきこと」について、どんな意見が出 
たか、いくつかの班から意見を聞きたいと思います。 
 
［参考］出そうな意見例 
（学校が対応）                             

・体育館や教室の開放 ・避難者の誘導                       

・看板の設置 ・負傷者への対応・避難者の名簿管理 
・トイレの設置（水の確保、運搬）                            

(地域が対応） 
・ゴミ集積場所の管理 ・炊き出し 
・食料・飲料水の確保 
 
※「学校が対応すべき事」と「市町部局や地域に対応 
をゆだねてもよいこと」を分類した後、その内容につ 
いて市町部局や地域と確認する必要がある。 
 

スライド９（0:30:00～0:40:00） 

 
 
 
 
 
 

 

次に、付箋に書いてあることについて、現在私たちの 
学校では準備ができているでしょうか。 
もし今大災害が起こり、学校に多くの避難者が押し寄 
せてきたとしたら、学校の受け入れ体制は整っている 
でしょうか。 
「このような物を用意しておかなければならない」「こ 
のようなことを決めておかなければならない」等、班 
内で意見交流をしてください。 
その後ステップ２で並べた付箋の横に、それぞれにつ 
いて班内で意見交換をして出た意見を書いてくださ 
い。 
（模造紙に直接記入） 

【意見交換、記入 ５分】 
 



 

スライド（時間の目安） 進行原稿等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

［参考］ 
・地域との打ち合わせ会の開催 
・防災部局のどこと連携するか（担当部局名や担当者 
名）の確認   
・開放区域の決定、開放順序の確認、開放区域毎の収 
容人数 
・備蓄倉庫にあるものの確認（種類や量等）   
・誰が何を担当するか  ・どんな班が必要か   
・避難所内でのルール（避難者への周知すべきこと） 

・勤務時間外に発生した場合の対応       
・避難所日誌の準備       等 
 
 
 

 
スライド１０（0:40:00～0:45:00） 

 

 
それでは、本日、短時間ですが、避難所運営への対応 
について研修をしていただきました。 
最後に、校長先生から、研修の総括をいただきます。 
（総括例） 
・全ての教職員で、学校が避難所となった時を想定し、 
各教職員の危機管理意識の向上が見られたか。 
・学校が避難所となったことを想定し、備えるべき事 
を全教職員が理解できたか。 
                                             

等についてお話し下さい。 
 
※ 地域やPTAとの日頃のつながりの延長線上に避難 
所運営があるので、普段から地域や PTA との連携が大 
切である旨も伝える。 
 
※ 防災訓練を行う際に、市町部局関係者に参加いた 
だく等、日頃から市町部局とも連携しておくことが大 
切である旨も伝える。 
 
ありがとうございました。 
  
以上で、研修を終わります。 
 
 
 


